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町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

四
国
西
南
地
域
の
高
速
道
路
整
備
に
む
け
て

■
建
設
課
か
ら

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

職
員
を
講
師
に
「
ふ
る
さ
と
愛
媛

学
」
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
講

し
、
約
20
名
の
参
加
者
が
地
域
調
査

の
魅
力
や
手
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
と
は
、
住

民
と
自
治
体
が
協
働
し
て
地
域
の
生

活
や
文
化
、
産
業
な
ど
を
調
べ
て
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「
ふ
る
さ
と
ら
し
さ
」
を
発
見
・
再

確
認
す
る
活
動
で
す
。
初
回
講
座
が

あ
っ
た
こ
の
日
は
、
地
域
調
査
の
意

義
や
面
白
さ
、
地
域
調
査
の
方
法
に

つ
い
て
の
講
義
演
習
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、
同
講
座
は
８
月
24
日

（
土
）
、
12
月
14
日
（
土
）
に
開
催
し
、

そ
の
間
、
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
と

し
た
地
域
調
査
を
行
い
、
最
終
的
に

報
告
書
に
ま
と
め
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
、
近
年
の

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
社
会
の

進
展
に
よ
っ
て
愛
南
町
の
生
活
や
文

化
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
、

昭
和
30
、
40
年
代
の
人
々
の
生
活
の

様
子
を
調
査
・
記
録
し
、
後
世
に
残

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
す
。
愛
南
町
で
は
、
こ
の
事
業
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
参
加
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

　
宇
和
島
圏
域
と
高
知
県
幡
多
圏
域

の
10
市
町
村
の
首
長
や
議
長
、
両
圏

域
に
関
係
す
る
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
並
び
に
商
工
会
、
商
工
会
議
所

な
ど
の
関
係
者
で
構
成
す
る
「
四

国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会

（
会
長 

清
水
愛
南
町
長
）」
の
平
成
25

年
度
総
会
が
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
清
水
町
長

は
「
愛
媛
県
側
の
高
速
道
路
整
備
状

況
は
、
『
宇
和
島
道
路
』
で
は
既
に

津
島
高
田
IC
ま
で
が
開
通
し
、
残
り

の
岩
松
IC
ま
で
の
3.5
㎞
の
区
間
は
、

平
成
26
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
『
津
島
道
路
』
岩
松
IC
〜
内

海
の
10
・
３
㎞
区
間
が
、
昨
年
度
、

国
の
新
規
事
業
と
し
て
決
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
今
後
の
早
期
整
備
促
進

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
協
議
会
の

最
重
点
事
項
で
あ
る
四
国
西
南
地
域

の
高
速
道
路
の
整
備
促
進
に
お
い
て

も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
た
『
真
に
必
要
な
道

路
・
命
の
道
』
と
し
て
、
い
ま
だ
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
内
海
〜
宿
毛

間
な
ど
、
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
道
56
号
一
本
松
視
距
改
良
事

業
延
伸
要
望
区
間
の
早
期
整
備
要
望

等
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
24
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
決
算
報
告
を
行
っ
た

ほ
か
、
平
成
25
年
度
計
画
と
し
て
、

「
四
国
西
南
地
域
の
道
路
要
望
活
動

や
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
」
な
ど
を

決
定
し
ま
し
た
。
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愛
大
医
学
祭
で
愛
南
町
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、お
め
で
と
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
開
始
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
絵
は
が
き
づ
く
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
媛
大
学
医
学
部
重
信
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
「
第
37
回 

愛
媛

大
学
医
学
祭
」
に
、
昨
年
に
引
き
続

き
愛
南
町
が
出
店
し
、
町
特
産
の
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
の
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス
や

揚
げ
た
て
の
じ
ゃ
こ
天
で
未
来
の
医

師
た
ち

に
愛
南

町
を
ア

ピ
ー
ル

し
ま
し

た
。
参

加
し
た

清
水
町

長
ほ
か

町
職
員

は
、
学

生
と
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
を
搾
り
な
が
ら
愛
南
町

の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、８
月
に

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
同
大
医
学
部

医
学
科
の
学
生
な
ど
を
対
象
に
開
催

さ
れ
る
「
愛
南
町
の
医
療
を
考
え
る

会
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
生
搾
り
ジ
ュ
ー

ス
を
お
い
し
そ
う
に
飲
ん
だ
学
生
は

「
昨
年
も
医
療
を
考
え
る
会
に
参
加

し
た
。
今
年
も
行
き
ま
す
」、「
地
域

医
療
に
も
興
味
が
あ
る
」、「
愛
南
町

は
魚
も
お
い
し
い
の
で
行
く
の
が
楽

し
み
で
す
」
な
ど
と
関
心
の
あ
る
様

子
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
愛
南
町
の
慢

性
的
な
医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
Ｐ

Ｒ
活
動
と
し
て
、
同
医
学
祭
へ
の
出

店
を
今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査

で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診
で

は
、
26
名
の
受
診
者
の
う
ち
11
名
の

お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

  

河
　
野
　
羅ら

　
桜お 

く
ん（
御
荘
菊
川

）  

  

岡
　
下
　
琴こ

と

　
美み 

ち
ゃ
ん（
御
荘
長
月

）

山
　
口
　
優ゆ
う

　
斗と 

く
ん（
御
荘
長
月

）   

菊
　
池
　
秀

し
ゅ
う  

磨ま 

く
ん（
緑
）

大
　
西
　
悠は

る

　
斗と 

く
ん（
緑
）     

粉
　
川
　
実み

　
姫き 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）    

立
　
花
　
蕗ろ

　
那な 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）  

中
　
尾
　
紫し

　
乃の 

ち
ゃ
ん（
広
　
見
）

杉
　
本
　
結ゆ

　
奈な 

ち
ゃ
ん（
広
　
見
）   

山
　
下
　
真ま

　
綾あ

や 

ち
ゃ
ん（
船
　
越
）

中
　
平
　
　
葵

あ
お
い   

ち
ゃ
ん（
福
　
浦
）

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
通
じ

て
心
の
触
れ
合
う
時
間
を
持
つ
き
っ

か
け
と
し
て
、
「
絵
本
」
と
「
赤
ち
ゃ

ん
と
絵
本

を
楽
し
む

体
験
」
を

プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
活

動
で
す
。

　
愛
南
町

で
は
今
年

度
か
ら
、

城
辺
保
健

福
祉
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
等

の
協
力
を
得
て
、
乳
児
健
康
診
査
実

施
日
に
合
わ
せ
て
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
第
１
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
３
名
が
赤
ち
ゃ
ん

向
け
の
絵
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ

を
行
い
、
絵
本
２
冊
と
イ
ラ
ス
ト
・

ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
を
コ
ッ
ト
ン

バ
ッ
ク
に
入
れ
て
一
人
一
人
に
手
渡

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、

家
庭
で
も
絵
本
を
楽
し
み
、
赤
ち
ゃ

ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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手
作
り
の
絵
は
が

き
を
一
緒
に
作
り
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
７
月
21
日（
日
）

　
10
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所
　
平
城
公
民
館

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　
５
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ  

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１
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限
度
額
適
用
認
定
証
等
の

受
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
事
前

に
窓
口
で
提
示
い
た
だ
く
と
医
療
費

の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

で
済
む
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
有

効
期
限
が
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
８
月
か
ら
の
限
度
額
適
用
認

定
証
等
が
必
要
な
方
は
再
度
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
世
帯
内
に
住
民
税
が
未
申
告
の

方
が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
の

場
で
交
付
で
き
な
い
場
合
や
高
額
療

養
費
支
給
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
住
民
税
の

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
か
ら
の
限
度
額
適
用
認
定
証

等
の
申
請
受
付
は
７
月
22
日
（
月
）
か

ら
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
該
当
の
方
の
保
険
証
と
認
印
を

ご
持
参
の
上
、
町
民
課
又
は
各
支
所

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
薄
桃
色
）

の
有
効
期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日

（
水
）
で
、
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
は
、

新
し
い
保
険
証
（
青
色
）
に
変
わ
り
ま

す
。

対
象
者
　
・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ

る
方
（
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
愛

媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
た
方
）

一
部
負
担
割
合
　
１
割
又
は
３
割

※
平
成
24
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

交
付
の
時
期
　
新
し
い
保
険
証
は
７

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
直
前

に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
や
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
以
降
に
75

歳
と
な
る
方
の
保
険
証
は
、
誕
生
月

の
前
月
又
は
誕
生
月
の
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た

ら
、
住
所
、
氏
名
や
一
部
負
担
割
合

な
ど
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
も
７
月
31
日
（
水
）
が
有

効
期
限
で
す
。

　
現
在
保
有
し
て
い
て
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規
に
交

付
が
必
要
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
要
件

　
①
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

  

②
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
に
あ
る
方

保
険
料
通
知
書
の
送
付

　
平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
一
人
一
人
に
等
し
く
か

か
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応

じ
た
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
で

す
。

・
10
円
未
満
切
捨
て
で
、
限
度
額
は

55
万
円
で
す
。

・
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
均
等
割
額

の
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２
割
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う

ち
、
総
所
得
金
額
等
か
ら
33
万
円

（
基
礎
控
除
額
）
を
差
し
引
い
た
額

が
58
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
所
得
割

額
の
負
担
は
な
く
、
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
付

書
又
は
口
座
振
替
で
納
め
る
「
普

通
徴
収
」
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

前
年
度
と
納
付
方
法
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
の
で
、

通
知
書
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
お

送
り
す
る
「
制
度
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
町
民
課 
℡
７
２
―

７
３
０
０

　
税
務
課 
℡
７
２
―

７
３
０
１

 

１
人
当
た
り
の
保
険
料（
年
額
）

 

均
等
割
額
　
４
４
，１
９
４
円

所
得
割
額

（
総
所
得
金
額
等

－

33
万
円
【
基
礎

控
除
額
】）×
所
得
割
率
８
・
７
２
％

 

＋

 

＝
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　７月９日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　７月１３日（土）・２４日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

７
月
は
"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動"

強
調
月
間
で
す

■
町
民
課
か
ら

社会を明るくする運動 学習会

第
62
回 

"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
‶

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

音
楽
影
絵
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
上
演
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
‶
と

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
広
報
パ
レ
ー
ド
や

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、
学
習
会
な
ど
各

種
啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
愛
媛
県
推
進
委
員
会
関
係
】

最
優
秀
賞

　
　（
愛
媛
県
知
事
表
彰
）

小
学
生
の
部

　
増
　
本
　
皐た
か

　
人と

く
ん

　（
城
辺
小
６
年

：
現
城
辺
中
１
年
）

中
学
生
の
部

　
山
　
田
　
沙さ

　
織お
り

さ
ん

　（
御
荘
中
３
年

：

現
済
美
高
１
年
）

優
秀
賞

　
　（
松
山
保
護
観
察
所
長
表
彰
）

小
学
生
の
部 

　
棟
　
田
　
実み

　
里り

さ
ん

　（
平
城
小
６
年

：

現
御
荘
中
１
年
）

中
学
生
の
部

　
前
　
田
　
華ふ
ぁ

　
実み

さ
ん

　（
篠
山
中
２
年

：

現
篠
山
中
３
年
）

 5/
   22

　
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
第
62
回 

"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
‶
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
同
運
動
愛
媛
県
推
進
委
員
会
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
愛
南
町
に
住
ん
で
い
る
小
学
生
以

下
の
児
童
を
対
象
に
、
影
絵
劇
団
か

し
の
樹
に
よ
る
生
演
奏
つ
き
音
楽
影

絵
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
を

上
演
し
ま
す
。
チ
ェ
ロ
・
バ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ
の
三
重
奏
と
一
緒
に
、

次
々
と
動
き
写
り
変
わ
っ
て
い
く
楽

し
い
影
絵
劇
。
宮
沢
賢
治
の
心
を
高

ら
か
に
う
た
い
あ
げ
た
感
動
的
な
舞

台
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
　
町
内
に
住
む
小
学
生
以
下
の

児
童
（
保
護
者
同
伴
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。）

日
時
　
８
月
11
日（
日
）14
時
〜
16
時

　
　
　（
開
場
13
時
30
分
）

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

演
目

　
第
１
部
／
チ
ェ
ロ
・
バ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
「
小
さ
な
楽
し

い
コ
ン
サ
ー
ト
」

   

第
２
部
／
生
演
奏
に
よ
る
音
楽
影

絵
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

※
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１
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生涯学習講座を開催します
■生涯学習課から

「船舶職員養成講習」の受講生を募集します
■水産課から

申込み・問合せ 　生涯学習課 ℡７３ ―１１１１

　今年度は「学ぼう ふるさと！守ろう いのち！」をテーマに、愛南町に関わる歴史や命を
守る防災教育など、様々な分野をとり揃えました。ぜひご参加ください。

日時・講座内容等

日時 講義内容 講師
7月20日（土）
13時30分～15時

愛南町防災対策特別講座
県民向け地震対策講座

県庁土木部建築住宅課職員

9月21日（土）
13時30分～15時

城に学ぶ！中世のお城とは
～猿越城の語るもの～

県教育委員会　文化財保護課
係長　日和佐宣

のぶ

正
まさ

10月26日（土）
13時30分～15時

知られざる海のお花畑
～愛南のサンゴを題材に～

愛南サンゴを守る会
角田　善

よし

彦
ひこ

12月7日（土）
13時30分～15時

古文書をひも解く
～わが町あいなんよもやま話～

県教育委員会　生涯学習課
研究科長　柚山　俊

とし

夫
お

平成26年
2月22日（土）
13時30分～15時

中世の愛南をたどる
県歴史文化博物館

専門学芸員　土居　聡
あき

朋
とも

※日程・講義内容は、講師の都合により変更される場合があります。

場所　御荘文化センター
参加料　無料（事前の申込みが必要です。）

申込み・問合せ 　水産課 ℡７２ ―７３１２

　船舶職員(船長、航海士、機関長、機関士等)に関する「海技免許」の取得のため、免許
講習を次のとおり開催します（受講者が少ない場合は中止にすることがあります。）。詳しく
は、町ホームページをご覧ください。

区分
項目 船舶職員養成講習（4、5級海技士）

申込期日 9月13日（金）　※随時受付中です。

講習期間
9月27日（金）～11月25日（月）
※国家試験11月26日（火）～11月30日（土）

講習場所 西海町民会館
対象者 雇用船員、船員保険任意継続加入者及び離職船員
定員 航海科25名、機関科25名
受講料 無料 ※交通費、食費、宿泊費、教科書代及び受験費用等は個人負担です。
事前に提出

する書類

①受講申込書（愛南町提出用）、②訓練受講申込書（SECOJ提出用）、③船員手帳の履歴
の写し及び乗船履歴証明の写し（必要に応じて）

講習開始時

に持参する

もの

①住民票2通（本籍地記載のもの）、②船員手帳、③海技免状（保持者のみ）、④乗船履
歴証明（必要に応じて）、⑤写真6枚（6か月以内に撮影した無帽かつ正面上半身無背景
のもので縦3㎝×横3㎝、スピード写真は不可。裏面に氏名及び生年月日を記載するこ
と。）、⑥印鑑、⑦受講決定通知書（SECOJから送付されたもの）、⑧船員保険被保険者
証（雇用船員、船員保険任意継続加入者のみ）、⑨受講指示書（離職船員で職業安定所か
ら受講指示書が出ている方のみ）

実施機関 （公財）日本船員雇用促進センター（SECOJ）



p13 広報あいなん

愛
南
町
登
録
統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

障
害
基
礎
年
金
を
ご
存
知
で
す
か

■
町
民
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
る
各
種
統
計
調
査
の
実

施
に
際
し
、
統
計
調
査
業
務
に
従
事

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

統
計
調
査
員
の
仕
事

　
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出
席
、

調
査
票
の
配
付
及
び
回
収
、
調
査
書

類
の
審
査
な
ど
。
任
命
期
間
は
約
２

か
月
程
度
で
、
報
酬
は
従
事
す
る
統

計
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
※
調
査
員
登
録
の
際
に
は
、
調
査

員
証
明
書
（
名
札
）
に
使
用
す
る
写
真

を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
主
な
統
計
調
査

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
10
月

頃
）、
工
業
統
計
調
査（
12
月
末
頃
）、

漁
業
セ
ン
サ
ス（
１
月
頃
）

　
※
す
べ
て
の
統
計
調
査
に
従
事
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　

　
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

　
愛
南
町
で
は
、
「
総
合
計
画
審
議

会
委
員
」
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

他
の
委
員
会
等
の
委
員
を
３
以
上
兼

務
し
て
い
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

委
員
の
名
称

総
合
計
画
審
議
会
委
員

職
務
の
内
容

今
年
度
策
定
予
定
の
第
２
次
愛
南
町
総
合
計
画
（
町
の
最
上
位

の
計
画
）に
関
す
る
審
議

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
委
員
数

５
人
程
度（
委
員
定
数
20
人
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
町
長
に
答
申
を
行
う
日
ま
で

応
募
資
格

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
総
合
計
画
の
策
定
に
興
味
の
あ
る
方

応
募
締
切
日

７
月
31
日（
水
）

 

問
合
せ
（
担
当
課
）
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

　
国
民
年
金
の
加
入
中
等
に
初
診
日

が
あ
る
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定
日

（
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
経
過

し
た
日
又
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が

固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障
害
等

級
の
１
級
又
は
２
級
に
該
当
し
た
場

合
（
国
民
年
金
法
施
行
令
の
障
害
等

級
表
に
よ
る
）
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
内
に

住
ん
で
い
る
間
に
初
診
日
が
あ
れ

ば
、
加
入
を
終
え
た
後
の
病
気
や
け

が
で
も
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納

付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
の
合

計
が
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
間
の
３
分
の
２
以

上
必
要
と
な
り
ま
す
（
初
診
日
が
平

成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
あ
る
と
き

は
、
特
例
と
し
て
初
診
日
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
け
れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。）
。
初
診

日
の
後
に
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て

も
、
資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
と
障

害
年
金
の
等
級
は
同
一
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
手
帳
の
交
付
が
な
く

て
も
、
障
害
年
金
が
請
求
で
き
る
方

も
い
ま
す
の
で
、
初
診
日
等
を
確
認

の
上
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等
級
の
１
級

又
は
２
級
（
国
民
年
金
法
施
行
令
の

障
害
等
級
表
に
よ
る
）
に
該
当
す
れ

ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が
20
歳

以
後
の
場
合
は
認
定
日
か
ら
）
受
給

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
、

本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得
や
他
年

金
の
受
給
が
あ
る
場
合
、
支
給
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
さ
ま
相
談
室

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
町
民
課

　
　
℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
７
月
17
日（
水
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
接
種
勧
奨
の

差
し
控
え
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』
の
ご
案
内

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
認
知
症
や
う
つ
、
精
神
障
害
な
ど

に
つ
い
て
精
神
科
医
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も

対
応
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
２
、
第
４
月
曜
日

　
　
　
13
時
〜
17
時（
要
予
約
、無
料
）

場
所
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ  

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
２
５

　
愛
南
町
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診

を
推
進
し
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
げ
る
た
め
に
一
定
の
年
齢
の
方
々

に
対
し
て
「
大
腸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
・
が
ん
検
診
手
帳
」
を

配
布
し
て
い
ま
す
（
今
年
度
対
象
と

な
る
方
に
は
、
既
に
送
付
し
て
い
ま

す
。）。

　
大
腸
が
ん
は
、早
期
で
は
１
０
０
％

近
く
完
治
す
る
た
め
、
一
般
的
に
自

覚
症
状
が
な
い
と
さ
れ
る
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
お
手
元
に
届
い

た
方
で
、
ま
だ
申
込
み
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
め
の
受
診
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

対
象
年
齢
以
外
の
方
も
、
40
歳
以
上

で
あ
れ
ば
無
料
で
大
腸
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
腸
が

ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
ぜ
ひ
大
腸

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
腸
が
ん
検
診
の
日
程
等
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

  

税
務
課
等
か
ら

７
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

2期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

1期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
が
あ
り
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

の
因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い
副
反

応
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
愛
南
町

で
は
６
月
14
日
か
ら
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
の
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
積
極

的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
期
間
が

あ
っ
た
た
め
、
平
成
７
年
４
月
２
日

〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

は
、
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
通
常

ど
お
り
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
母
子

健
康
手
帳
等
で
接
種
状
況
を
確
認
し
、

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
場
合
は
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

熱
中
症
に
ご
用
心

■
保
健
福
祉
課
か
ら

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

■
保
健
福
祉
課
か
ら

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
内
海
支
所
か
ら

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
や
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守

り
・
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族

は
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
愛
南
町

で
は
、
全
国
で
展
開
さ
れ
る
「
認
知

症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る
10
ヵ
年
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
認

知
症
の
方
の
杖
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し

て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

職
場
研
修
や
総
合
学
習
等
の
一
環
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象

　
個
人
や
団
体
、
職
域
、
学
校
等

※
受
講
希
望
者
３
名
以
上
で
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

講
師

　
愛
南
町
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト

受
講
時
間
　
60
〜
90
分
程
度

日
程
等

　
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
調
整
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ  

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事

務
局
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内 

℡
７
２
―

７
３
２
５

　
熱
中
症
の
発
生
は
、
７
〜
８
月
が

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
熱
中
症
を
正

し
く
理
解
し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

【
熱
中
症
と
は
】

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
い

こ
と
に
よ
り
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、

筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、吐
き
気
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る

と
、意
識
障
害
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

◇
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
室
内
に
い
る
と

き
も
注
意
が
必
要

で
す
。

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

　
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
、

熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

　
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用

し
、
日
陰
を
利
用
し
て
こ
ま
め
に
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 
℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
町
で
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・

中
等
度
難
聴
児
の
成
長
期
に
お
け
る

言
語
能
力
の
健
全
な
発
達
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
的
と

し
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
児

・
原
則
と
し
て
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
児
童

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と
な
ら

な
い
18
歳
未
満
の
児
童

・
そ
の
他
、
医
師
の
意
見
に
よ
り
補

聴
器
の
装
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
等

手
続
き
　
保
健
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
助
成
の
範
囲
、
助
成
額
等

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
南
国
の
海
の
色
鮮
や
か
な
サ
ン
ゴ

や
魚
た
ち
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
第
１
回
　
８
月
10
日（
土
）

　
　
　
第
２
回
　
８
月
11
日（
日
） 

定
員
　
各
回
と
も
20
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

対
象
者
　
中
学
生
以
上

　
　
　
　（
未
経
験
者
可
）

※
小
学
４
〜
６
年
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料
　
１
名
　
３
，４
０
０
円

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
須
ノ
川
公
園
管
理
事
務
所

　 

℡
８
５
―

０
２
０
０

　
内
海
支
所 

℡
８
５
―

０
３
１
１


